
(57)【要約】

【課題】絹織物に、洗濯に耐え、かつ、加工用樹脂を使

用せずに加工による風合い変化のほとんどない賦型され

た表面を付与する表面賦型方法を提供しようとする。又

、縮緬に、従来にない優雅で高級感のあるモアレ模様を

付与する表面賦型方法を提供しようとする。又、洗濯に

耐え、かつ、風合い変化のほとんどない賦型された表面

を有する絹布を提供しようとする。

【解決手段】賦型用型の賦型面に縮緬等の絹織物を重畳

して、該絹織物の少なくとも一部分の区域を加熱加圧す

る絹織物表面賦型方法であって、前記加熱加圧中に、加

熱・加圧される区域の該絹織物が湿潤されている状態と

該状態の後に該区域の該絹織物が乾燥されている状態と

が存在し、前記加熱加圧が１０～１０００秒間なされる

絹織物表面賦型方法であり、前記賦型用型が布から成り

、前記賦型面が布の表面が形成する凹凸面である絹織物

表面賦型方法である。前記絹織物表面賦型方法は、湿潤

状態の前記布と前記絹織物とを重畳して前記布と前記絹

織物との重畳物を得る工程と、該重畳物を加熱加圧する

工程とを含み得る。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
賦 型 用 型 の 賦 型 面 に 絹 織 物 を 重 畳 し て 、 該 絹 織 物 の 少 な く と も 一 部 分 の 区 域 を 加 熱 加 圧 す
る 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 で あ っ て 、 前 記 加 熱 加 圧 中 に 、 加 熱 加 圧 さ れ る 区 域 の 該 絹 織 物 が 湿
潤 さ れ て い る 状 態 と 該 状 態 の 後 に 該 区 域 の 該 絹 織 物 が 乾 燥 さ れ て い る 状 態 と が 存 在 し 、 前
記 加 熱 加 圧 が １ ０ ～ １ ０ ０ ０ 秒 間 な さ れ る 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 賦 型 面 に 複 数 本 の 互 い に 平 行 な 溝 が 形 成 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法
。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 絹 織 物 が 縮 緬 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 賦 型 用 型 が 布 か ら 成 り 、 前 記 賦 型 面 が 該 布 の 表 面 が 形 成 す る 凹 凸 面 で あ る 請 求 項 １ 乃
至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
湿 潤 状 態 の 前 記 布 と 前 記 絹 織 物 と を 重 畳 し て 前 記 布 と 前 記 絹 織 物 と の 重 畳 物 を 得 る 工 程 と
、 該 重 畳 物 を 加 熱 加 圧 す る 工 程 と を 含 む 請 求 項 ４ に 記 載 の 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 湿 潤 状 態 の 布 の 吸 水 率 が １ ４ ０ ～ ２ ５ ０ 重 量 ％ で あ る 請 求 項 ５ に 記 載 の 絹 織 物 表 面 賦
型 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 布 と 湿 潤 状 態 の 前 記 絹 織 物 と を 重 畳 し て 前 記 布 と 前 記 絹 織 物 と の 重 畳 物 を 得 る 工 程 と
、 該 重 畳 物 を 加 熱 加 圧 す る 工 程 と を 含 む 請 求 項 ５ に 記 載 の 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 布 が セ ル ロ ー ス 系 繊 維 又 は 蛋 白 系 繊 維 を 含 ん で な る 織 物 で あ る 請 求 項 ４ 乃 至 ７ の い ず
れ か に 記 載 の 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 布 が 織 物 で あ り 、 前 記 重 畳 物 が 前 記 絹 織 物 の 縦 方 向 と 前 記 布 の 縦 方 向 と が 斜 行 す る 状
態 で 前 記 布 と 前 記 絹 織 物 と が 重 畳 さ れ た も の で あ る 請 求 項 ４ 乃 至 ８ の い ず れ か に 記 載 の 絹
織 物 表 面 賦 型 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
一 の 熱 板 、 前 記 絹 織 物 と 接 す る 面 の 輪 郭 が 模 様 の 形 状 を 成 す 型 体 、 他 の 熱 板 を 準 備 し 、 該
一 の 熱 板 、 前 記 布 、 前 記 絹 織 物 、 前 記 型 体 、 該 他 の 熱 板 を こ の 順 に 積 層 し 、 該 一 の 熱 板 と
該 他 の 熱 板 と が 近 づ い て 前 記 絹 織 物 が 加 熱 加 圧 さ れ る 請 求 項 ４ 乃 至 ９ の い ず れ か に 記 載 の
絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ 乃 至 １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 に よ り 賦 型 さ れ た 絹 布 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 絹 織 物 の モ ア レ 加 工 等 の 表 面 賦 型 方 法 に 関 す る 。
【 従 来 の 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
所 定 の 模 様 、 柄 の 凹 凸 を 有 す る 賦 型 面 に よ り 布 を 加 熱 加 圧 し て 布 を エ ン ボ ス 加 工 す る こ と
は 従 来 か ら 行 な わ れ て い る 。 特 に 、 綿 、 羊 毛 、 絹 等 の 天 然 繊 維 を 主 材 と す る 布 を エ ン ボ ス
加 工 す る に 際 し て は 、 布 に 合 成 樹 脂 エ マ ル ジ ョ ン を 含 浸 さ せ し か る の ち 熱 金 型 に て 所 定 の
模 様 、 柄 、 記 号 に 熱 プ レ ス す る こ と が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 こ
れ は 天 然 繊 維 を 主 材 と す る 布 は 熱 可 塑 性 に 乏 し く 、 熱 に よ る 形 態 固 定 が よ く 出 来 な い た め
で あ る 。 又 、 天 然 繊 維 を 主 材 と す る 布 は 湿 潤 状 態 で エ ン ボ ス 加 工 す れ ば そ の 加 工 に よ る 形
態 固 定 が な さ れ る が 、 こ の よ う に し て 得 ら れ た 形 態 は 、 そ の 布 を 濡 ら す と 崩 れ 、 特 に 洗 濯
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等 で 濡 ら し た 状 態 で 布 に 張 力 を か け る と そ の 形 態 は 容 易 に 消 滅 す る こ と が お お い 。 そ の た
め 、 こ の よ う に 合 成 樹 脂 エ マ ル ジ ョ ン を 含 浸 さ せ て 熱 プ レ ス す る こ と が 行 な わ れ る 。 し か
し 、 こ の よ う な 合 成 樹 脂 を 用 い た 形 態 熱 固 定 は 、 布 を 硬 化 さ せ 風 合 い が 損 な わ れ る こ と が
お お い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 エ ン ボ ス 加 工 の 一 種 で あ る モ ア レ 加 工 は 、 織 物 を そ の 織 物 の 経 糸 と 干 渉 縞 を 生 ず る
よ う な 縞 模 様 を 賦 刻 し た 加 熱 金 属 ロ ー ル に よ っ て エ ン ボ ス す る こ と に よ り な さ れ る 。 こ の
加 工 は 、 熱 可 塑 性 を 有 す る 合 成 繊 維 や 半 合 成 繊 維 か ら 成 る 織 物 に 好 適 に 適 用 さ れ る （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。 し か し 、 上 述 の 理 由 で 天 然 繊 維 を 主 材 と す る 布 に は 適 用 が 難 し
い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
更 に 、 縞 模 様 を 賦 刻 し た 加 熱 金 属 ロ ー ル に か え て 織 物 の 経 糸 や 緯 糸 に よ り 形 成 さ れ る 縞 模
様 を 利 用 し て 樹 脂 製 シ ー ト の 表 面 に モ ア レ 加 工 を 施 こ す こ と が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） 。 し か し こ の 開 示 の 方 法 は 樹 脂 製 シ ー ト の 柔 ら か い 前 駆 体 に 対 し て 適
用 す る も の で あ り 、 絹 織 物 の モ ア レ 加 工 に そ の ま ま 適 用 で き る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
又 、 モ ア レ 加 工 は 、 ブ ロ ー ド 、 タ フ タ 等 比 較 的 プ レ ー ン な 表 面 の 織 物 に 変 化 を 与 え る た め
に な さ れ る が 、 縮 緬 の よ う に 顕 著 な 表 面 凹 凸 の あ る 織 物 に 対 し て は 有 効 な モ ア レ 加 工 の 方
法 が な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ２ ５ ０ ０ ７ ８ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 昭 ５ ８ － ２ ３ ９ ６ ３ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 ６ － ２ ３ ８ ８ ５ ８ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 こ れ ら 問 題 点 に 鑑 み 、 絹 織 物 に 、 洗 濯 に 耐 え 、 か つ 、 加 工 用 樹 脂 を 使 用 せ ず に
加 工 に よ る 風 合 い 変 化 の ほ と ん ど な い 賦 型 さ れ た 表 面 を 付 与 す る 表 面 賦 型 方 法 を 提 供 し よ
う と す る 。 又 、 縮 緬 に 、 従 来 に な い 優 雅 で 高 級 感 の あ る モ ア レ 模 様 を 付 与 す る 表 面 賦 型 方
法 を 提 供 し よ う と す る 。 又 、 洗 濯 に 耐 え 、 か つ 、 風 合 い 変 化 の ほ と ん ど な い 賦 型 さ れ た 表
面 を 有 す る 絹 布 を 提 供 し よ う と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 要 旨 と す る と こ ろ は 、 賦 型 用 型 の 賦 型 面 に 絹 織 物 を 重 畳 し て 、 該 絹 織 物 の 少 な く
と も 一 部 分 の 区 域 を 加 熱 加 圧 す る 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 で あ っ て 、 前 記 加 熱 加 圧 中 に 、 加 熱
加 圧 さ れ る 区 域 の 該 絹 織 物 が 湿 潤 さ れ て い る 状 態 と 該 状 態 の 後 に 該 区 域 の 該 絹 織 物 が 乾 燥
さ れ て い る 状 態 と が 存 在 し 、 前 記 加 熱 加 圧 が １ ０ ～ １ ０ ０ ０ 秒 間 な さ れ る 絹 織 物 表 面 賦 型
方 法 で あ る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 に お い て は 、 前 記 絹 織 物 の 一 部 分 の 区 域 が 加 熱 加 圧 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 に お い て は 、 前 記 賦 型 面 に 複 数 本 の 互 い に 平 行 な 溝 が 形 成 さ れ 得
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 に お い て は 、 前 記 溝 の 方 向 と 前 記 絹 織 物 の 縦 方 向 と が 斜 行 す る 状
態 で 前 記 賦 型 面 と 前 記 絹 織 物 と が 重 ね ら れ 得 る 。 な お 、 絹 織 物 の 縦 方 向 は 、 該 絹 織 物 の 方
向 で あ っ て 該 絹 織 物 の 構 成 す る 経 糸 の 方 向 と 同 じ 方 向 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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前 記 絹 織 物 は 、 縮 緬 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 に お い て は 、 前 記 賦 型 用 型 が 布 か ら 成 り 得 、 前 記 賦 型 面 が 該 布 の
表 面 が 形 成 す る 凹 凸 面 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 は 、 湿 潤 状 態 の 前 記 布 と 前 記 絹 織 物 と を 重 畳 し て 前 記 布 と 前 記 絹
織 物 と の 重 畳 物 を 得 る 工 程 と 、 該 重 畳 物 を 加 熱 加 圧 す る 工 程 と を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 湿 潤 状 態 の 布 の 吸 水 率 は 、 １ ４ ０ ～ ２ ５ ０ 重 量 ％ で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 は 、 前 記 布 と 湿 潤 状 態 の 前 記 絹 織 物 と を 重 畳 し て 前 記 布 と 前 記 絹
織 物 と の 重 畳 物 を 得 る 工 程 と 、 該 重 畳 物 を 加 熱 加 圧 す る 工 程 と を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 布 は 、 セ ル ロ ー ス 系 繊 維 又 は 蛋 白 系 繊 維 を 含 ん で な り 得 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 布 は 織 物 で あ り 、 前 記 重 畳 物 は 前 記 絹 織 物 の 縦 方 向 と 前 記 布 の 縦 方 向 と が 斜 行 す る 状
態 で 前 記 布 と 前 記 絹 織 物 と が 重 畳 さ れ た も の で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 に お い て は 、 一 の 熱 板 、 前 記 絹 織 物 と 接 す る 面 の 輪 郭 が 模 様 の 形
状 を 成 す 型 体 、 他 の 熱 板 を 準 備 し 、 該 一 の 熱 板 、 前 記 布 、 前 記 絹 織 物 、 前 記 型 体 、 該 他 の
熱 板 を こ の 順 に 積 層 し 、 該 一 の 熱 板 と 該 他 の 熱 板 と が 近 づ い て 前 記 絹 織 物 が 加 熱 加 圧 さ れ
得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
又 、 本 発 明 の 要 旨 と す る と こ ろ は 、 前 記 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 に よ り 賦 型 さ れ た 絹 布 で あ る
こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 に 係 る 態 様 を ま ず 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ に 本 発 明 の 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 を
実 施 す る 加 熱 加 圧 装 置 の 一 例 で あ る 加 熱 加 圧 装 置 ２ を 示 す 。 加 熱 加 圧 装 置 ２ は 、 一 の 熱 板
４ 、 布 ６ 、 被 加 工 物 で あ る 絹 織 物 ８ 、 絹 織 物 ８ の 裏 面 （ 被 加 工 面 と 反 対 側 の 面 ） と 接 す る
加 圧 面 １ ０ が 模 様 の 形 状 を 成 す 型 体 １ ２ 、 他 の 熱 板 ５ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 布 ６ 、 絹 織 物
８ 、 型 体 １ ２ 、 他 の 熱 板 ５ が こ の 順 に 積 層 さ れ 、 一 の 熱 板 ４ と 他 の 熱 板 ５ と が 不 図 示 の 加
圧 手 段 に よ り 近 づ い て 絹 織 物 ８ が 加 熱 加 圧 さ れ る 。 布 ６ は 、 ブ ロ ー ド 、 金 巾 等 の 織 物 か ら
成 る 。 織 物 の 表 面 が 形 成 す る 凹 凸 が 賦 型 用 型 の 賦 型 面 と な る 。 絹 織 物 ８ の 経 糸 あ る い は 緯
糸 の 方 向 と 、 布 ６ の 経 糸 あ る い は 緯 糸 の 方 向 は 互 い に 斜 行 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
布 ６ は 、 図 １ の 配 置 に 配 さ れ る ま え に 水 に 浸 漬 し 次 い で 搾 る こ と 等 に よ り 湿 潤 状 態 と さ れ
た も の で あ る 。 こ の 湿 潤 状 態 に お け る 布 ６ の 吸 水 率 Ｗ は １ ４ ０ ～ ２ ５ ０ 重 量 ％ で あ る こ と
が 好 ま し い 。 Ｗ は 、 布 ６ の 絶 乾 乾 燥 重 量 を Ｄ 、 湿 潤 状 態 に お け る 総 重 量 を Ｎ と し た と き に
、 Ｗ ＝ （ （ Ｎ － Ｄ ） ／ Ｄ ） ） × １ ０ ０ （ ％ ） で 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
絹 織 物 ８ は 、 種 類 を 特 に 問 わ な い が 、 縮 緬 な か で も 無 地 縮 緬 で あ る こ と が 優 雅 で 高 級 感 の
あ る 表 面 状 態 が 得 ら れ て 好 ま し い 。 又 、 布 ６ の 組 織 、 糸 密 度 に 応 じ て 高 級 感 の あ る 各 種 の
表 面 状 態 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ２ に 型 体 １ ２ の 平 面 図 を 示 す 。 型 体 １ ２ は 凸 部 １ ４ の 絹 織 物 ８ と 接 す る 加 圧 面 １ ０ が 所
定 の 模 様 、 絵 柄 、 文 字 型 、 マ ー ク 型 等 の 形 状 と な っ て お り 、 加 圧 面 １ ０ 絹 織 物 ８ の 区 域 が
加 圧 さ れ 、 布 ６ の 表 面 の 凹 凸 が 、 そ の 表 面 と 接 す る 絹 織 物 ８ の 面 に 賦 型 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ の 配 置 か ら 一 の 熱 板 ４ と 他 の 熱 板 ５ と が 不 図 示 の 加 圧 手 段 に よ り 近 づ い て 絹 織 物 ８ が
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加 熱 加 圧 さ れ 、 所 定 の 時 間 加 熱 加 圧 さ れ た 状 態 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
加 熱 加 圧 の 初 期 に お い て は 、 布 ６ に 含 ま れ る 水 分 が 搾 り だ さ れ て 絹 織 物 ８ に 移 行 す る 。 更
に 、 布 ６ に 含 ま れ る 水 分 の 温 度 が 上 昇 し て 水 蒸 気 と な り 、 絹 織 物 ８ に 移 行 す る 。 こ れ ら の
現 象 に よ り 絹 織 物 ８ を 構 成 す る 絹 繊 維 が 水 分 を 吸 収 し て 可 塑 化 す る 。 こ の 可 塑 化 に よ り 、
布 ６ の 表 面 の 凹 凸 が 絹 織 物 ８ の 表 面 に 賦 型 さ れ る 。 賦 型 は 、 前 述 の よ う に 絹 織 物 ８ の 加 圧
面 １ ０ と 接 す る 面 と 反 対 が わ の 面 で 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
加 熱 加 圧 さ れ た 状 態 が あ る 時 間 経 過 す る と 、 賦 型 さ れ た 絹 織 物 ８ を 構 成 す る 絹 繊 維 が こ の
加 熱 に よ り 水 分 率 （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ 　 ２ ０ ０ １ に 準 じ て 測 定 さ れ る 値 ） ２ ０ ％ （ 重 量 ％ ） 以 下
に 乾 燥 す る 。 水 分 率 は Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ 　 ２ ０ ０ １ に 準 じ て 測 定 さ れ る 値 で あ り 、 実 際 は 、 加 圧
を 解 除 し て 取 り 出 し た 直 後 の 絹 織 物 ８ の 構 成 繊 維 に つ い て 測 定 す る 。 加 熱 加 圧 に 次 い で 加
圧 を 解 除 し て 絹 織 物 ８ を 取 り 出 す 。 取 り 出 さ れ た 直 後 の 絹 織 物 ８ の 賦 型 さ れ た 部 分 の 吸 水
率 は ３ ０ ％ （ 重 量 ％ ） 以 下 に な っ て い る こ と が 好 ま し い 。 ２ ０ ％ （ 重 量 ％ ） 以 下 で あ る こ
と が 賦 型 さ れ た 形 態 の 安 定 性 の う え で 更 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う に し て 得 ら れ た 絹 布 ８ ａ は 図 ３ の よ う に 、 型 体 １ ２ の 加 圧 面 １ ０ に 対 応 し た 加 圧
面 １ ０ と 同 型 の 区 域 １ ６ に モ ア レ 状 の 表 面 凹 凸 部 ２ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 モ ア レ は 、 絹 織
物 ８ の 経 糸 あ る い は 緯 糸 に よ る 縞 模 様 と 、 布 ６ の 経 糸 あ る い は 緯 糸 に よ り 形 成 さ れ る 溝 状
の 凹 凸 面 に よ り 絹 織 物 ８ の 表 面 に 賦 型 さ れ た 賦 型 縞 模 様 と の 干 渉 に よ り 生 ず る 。 絹 織 物 ８
の 経 糸 あ る い は 緯 糸 の 方 向 と 、 布 ６ の 経 糸 あ る い は 緯 糸 の 方 向 と の 斜 行 角 が ２ ～ ４ ０ 度 で
あ る こ と が モ ア レ の 発 現 に と っ て 好 ま し い 。 ５ ～ ２ ０ 度 で あ る こ と が 美 し い モ ア レ の 発 現
に と っ て 好 ま し い 。 又 、 絹 織 物 ８ の 経 糸 あ る い は 緯 糸 の 方 向 と 、 布 ６ の 経 糸 あ る い は 緯 糸
の 方 向 と が ほ ぼ 一 致 す る 場 合 も 、 両 者 の 織 密 度 が 異 な る 場 合 は 、 そ の 密 度 差 に 応 じ て モ ア
レ が 発 現 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
絹 布 ８ ａ は 耐 洗 濯 性 が 良 好 で 、 洗 濯 を 複 数 回 行 っ て も 表 面 凹 凸 部 ２ ０ の 凹 凸 が 消 失 し な い
。 又 、 表 面 凹 凸 部 ２ ０ の モ ア レ 状 の 表 面 凹 凸 は 、 周 辺 の 賦 型 さ れ て い な い 表 面 ２ ２ と 調 和
の と れ た コ ン ト ラ ス ト を 有 し 、 優 雅 か つ 高 級 感 の あ る モ ア レ 模 様 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
絹 織 物 ８ と し て 縮 緬 を 使 用 す る と 、 モ ア レ 状 の 表 面 凹 凸 は 、 周 辺 の 賦 型 さ れ て い な い 表 面
２ ２ と 更 に 調 和 の と れ た コ ン ト ラ ス ト を 有 し 、 更 に 優 雅 か つ 高 級 感 の あ る モ ア レ 模 様 と な
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
絹 織 物 ８ と し て 変 わ り 無 地 縮 緬 を 使 用 す る と 、 モ ア レ 状 の 表 面 凹 凸 が 明 瞭 に 出 現 し 、 表 面
凹 凸 は 、 周 辺 の 賦 型 さ れ て い な い 表 面 と 最 も 調 和 の と れ た コ ン ト ラ ス ト を 有 し 、 最 も 優 雅
か つ 高 級 感 の あ る モ ア レ 模 様 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 の 他 の 態 様 に お い て は 、 布 ６ を 予 め 湿 潤 さ せ る か わ り に 、 絹 織 物 ８ を 予 め 湿 潤 さ せ
て も よ い 。 あ る い は 、 布 ６ 及 び 絹 織 物 ８ を 予 め 湿 潤 さ せ て も よ い 。 い ず れ の 場 合 も 、 加 熱
加 圧 の 初 期 に お い て 、 絹 織 物 ８ を 構 成 す る 絹 繊 維 が 水 分 を 吸 収 し て 熱 可 塑 性 と な る 。 絹 織
物 ８ を 湿 潤 さ せ て か ら 前 記 の 加 熱 加 圧 を 行 な う 場 合 も 、 湿 潤 さ せ た 絹 織 物 ８ の 吸 水 率 は １
４ ０ ～ ２ ５ ０ 重 量 ％ で あ る こ と が 、 良 好 な 賦 型 が な さ れ て 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 発 明 の 更 に 他 の 態 様 に お い て は 、 型 体 １ ２ を 使 用 せ ず に 絹 織 物 ８ の 全 域 が 賦 型 さ れ て も
よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 発 明 の 又 更 に 他 の 態 様 に お い て は 、 布 ６ を 所 定 の 模 様 の 形 状 に 切 り 取 っ て 、 絹 織 物 ８ の
上 に 載 置 し て も よ い 。 布 ６ を 所 定 の 模 様 の 形 状 に 切 り 取 っ て 、 複 数 の 切 り 取 ら れ た 布 ６ を
絹 織 物 ８ の 上 に 分 散 し て 載 置 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 切 り 取 ら れ た 布 ６ の 形 状 に 応 じ た
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賦 型 区 域 が 絹 織 物 ８ の 所 望 の 位 置 に 形 成 さ れ る 。 こ の 場 合 は 、 型 体 １ ２ は 不 要 と な る 。 こ
の 態 様 は 、 高 価 な 型 体 １ ２ の 準 備 を 必 要 と せ ず 、 か つ 、 短 時 間 で 多 数 種 の 模 様 の 準 備 が で
き る の で 、 小 回 り の き く 加 工 が で き て 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
あ る い は 、 型 体 １ ２ を 併 用 し て 、 型 体 １ ２ の 模 様 の 面 と 、 切 り 取 ら れ た 布 ６ と の 重 な る 区
域 が 賦 型 さ れ る よ う に し て も よ い 。 こ の 態 様 は 、 両 者 の 模 様 が か か わ り あ っ て 複 雑 な 賦 型
区 域 が 形 成 さ れ 変 化 に 富 ん で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
布 ６ に か え て 表 面 に 凹 凸 が 形 成 さ れ た 賦 型 用 金 型 が 用 い ら れ て も よ い 。 こ の 場 合 は 、 加 工
前 に 絹 織 物 ８ を 予 め 湿 潤 さ せ て お く 。 賦 型 用 金 型 の 凹 凸 が 互 い に 平 行 な 多 数 の 細 溝 で あ る
場 合 は 、 絹 織 物 ８ に モ ア レ を 形 成 で き る 。 こ の 賦 型 用 金 型 は 模 様 形 状 の 限 ら れ た 加 圧 面 を
有 し て も よ い 。 こ の 場 合 は 、 型 体 １ ２ は 不 要 と な る 。 あ る い は 、 型 体 １ ２ を 併 用 し て 、 型
体 １ ２ の 加 圧 面 と 、 賦 型 用 金 型 切 り 取 ら れ た 布 ６ と の 重 な る 区 域 が 賦 型 さ れ る よ う に し て
も よ い 。 こ の 態 様 も 、 両 者 の 模 様 が か か わ り あ っ て 複 雑 な 賦 型 区 域 が 形 成 さ れ 変 化 に 富 ん
で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
布 ６ を 構 成 す る 繊 維 は 、 加 熱 加 圧 時 に 著 し く は 軟 化 し な い 繊 維 で あ れ ば よ い 。 綿 、 レ ー ヨ
ン 、 麻 等 の セ ル ロ ー ス 系 繊 維 、 あ る い は 羊 毛 等 の 蛋 白 繊 維 を 主 成 分 と す る こ と が 更 に 好 ま
し い 。 こ れ ら の 天 然 繊 維 、 再 生 繊 維 は 、 吸 水 性 に 優 れ 、 か つ 、 加 熱 に よ り 著 し く は 軟 化 し
な い の で 、 好 ま し い 。 布 ６ が 吸 水 性 に 乏 し い 繊 維 か ら 成 る 場 合 は 、 湿 潤 に よ り 水 分 が 構 成
繊 維 間 に 主 に 保 持 さ れ る が 、 こ れ ら の 天 然 繊 維 、 再 生 繊 維 を 主 材 と す る 布 ６ は 、 繊 維 内 部
に も 湿 潤 に よ り 水 分 が 保 持 さ れ る の で 、 加 熱 加 圧 に 際 し て 徐 々 に 水 分 が 放 出 さ れ 絹 織 物 ８
に 移 行 す る の で 工 程 が 安 定 し 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
加 熱 加 圧 に お け る 加 熱 温 度 は 、 ９ ５ ～ １ ３ ０ ℃ が 好 ま し い 。 ９ ８ ～ １ １ ２ ℃ で あ る こ と が
、 鮮 明 な 賦 型 形 状 状 態 が 得 ら れ て 更 に 好 ま し い 。 １ ３ ０ ℃ を こ え る 加 熱 温 度 は 、 絹 織 物 ８
の 変 色 の 可 能 性 が あ る 。 ９ ５ ℃ 未 満 の 加 熱 温 度 で は 賦 型 が 不 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
加 熱 加 圧 の 圧 力 は 、 ５ ０ ～ ５ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ で あ る こ と が 鮮 明 な 賦 型 形 状 状 態 が 得 ら れ て 好 ま
し い 。 １ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る こ と が 耐 洗 濯 性 に 優 れ る 賦 型 状 態 の う え で 更 に 好 ま し い 。
５ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ を こ え る 加 圧 は 、 被 加 工 布 （ 絹 織 物 ８ ） が 扁 平 化 す る お そ れ が あ る 。 布 （ 布
６ ） を 用 い る 賦 型 の 場 合 は 、 加 熱 加 圧 の 圧 力 が ３ ５ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 で あ る こ と が 鮮 明 な 賦 型
形 状 状 態 が 得 ら れ て 更 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
加 熱 加 圧 の 時 間 は 、 １ ０ ～ １ ０ ０ ０ 秒 で あ る こ と が 好 ま し い 。 １ ０ 秒 未 満 の 加 熱 加 圧 は 、
加 熱 加 圧 の 初 期 の 前 述 の 水 分 の 移 行 と 、 後 半 の 絹 織 物 ８ の 前 述 の 乾 燥 に 要 す る 時 間 が 不 足
し て 好 ま し く な い 。 １ ０ ０ ０ 秒 を こ え る 加 熱 加 圧 は 絹 織 物 ８ の 変 色 の 可 能 性 が あ る 。 又 、
加 工 の 能 率 が 低 下 す る 。 な お 、 加 熱 温 度 が 低 い 場 合 は 、 加 熱 加 圧 の 時 間 は 長 く 、 加 熱 温 度
が 高 い 場 合 は 、 加 熱 加 圧 の 時 間 は 短 く 、 加 熱 温 度 、 加 熱 加 圧 の 時 間 、 加 熱 加 圧 の 圧 力 は 適
宜 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
前 述 の よ う に 一 般 に 天 然 繊 維 か ら 成 る 布 は 加 熱 に よ り 賦 型 し て も そ の 賦 型 の 形 状 は 、 そ の
布 を 水 、 特 に 高 温 の 水 に 漬 け る と 消 失 し や す い と い わ れ て い る が 、 こ の よ う な 方 法 で 賦 型
さ れ 得 ら れ た 本 発 明 の 絹 布 は 、 次 い で 染 色 工 程 を 経 て も そ の 賦 型 模 様 が 鮮 明 に 残 留 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
［ 実 施 例 １ ～ ２ ７ ］
図 １ に 示 す 方 法 に よ り 下 記 条 件 で 絹 織 物 の 加 熱 加 圧 加 工 を 行 な い 、 賦 型 さ れ た 絹 布 を 得 た
。
絹 織 物 ８ ： 変 わ り 無 地 縮 緬 （ よ こ 密 度 ２ ３ 本 ／ ｃ ｍ ）
布 ６ ： 綿 金 巾 （ よ こ 密 度 ２ ６ 本 ／ ｃ ｍ ）
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絹 織 物 ８ の 経 糸 方 向 と 布 ６ の 経 糸 方 向 と の な す 角 度 ： ９ 度
布 ６ の 加 熱 加 圧 加 工 前 の 吸 水 率 ： １ ６ ０ 重 量 ％
加 熱 ： １ ０ ０ ℃ 、 １ １ ０ ℃ 、 １ ２ ０ ℃ の ３ 水 準
加 圧 ： １ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 、 ２ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 、 ３ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ の ３ 水 準
型 体 １ ２ ： 図 ５ に 示 す 形 状 の 鉄 製 の 型 板 ４ ０ を 用 い た 。 寸 法 ； Ｌ １ ＝ ５ ０ ｍ ｍ 、 Ｌ ２ ＝ ４
０ ｍ ｍ 、 Ｌ ３ ＝ ７ ｍ ｍ 、 Ｌ ４ ＝ ６ ｍ ｍ 、 Ｈ １ ＝ ２ ｍ ｍ 、 Ｈ ２ ＝ １ ０ ｍ ｍ 、 Ｌ ５ ＝ １ ５ ０ ｍ
ｍ
加 熱 加 圧 時 間 ： ３ ０ 秒 、 ６ ０ 秒 、 １ ２ ０ 秒 の ３ 水 準
一 の 熱 板 ４ 、 他 の 熱 板 ５ ： 小 型 プ レ ス 機 （ テ ク ノ サ プ ラ イ （ 株 ） 社 製 ） の 加 熱 加 圧 用 熱 板
）
【 ０ ０ ４ ３ 】
得 ら れ た 絹 布 の 、 加 圧 面 １ ０ が 裏 面 に 当 接 し て 賦 型 さ れ た 部 分 の 表 面 に は 、 従 来 に な い 優
雅 で 高 級 感 の あ る モ ア レ 模 様 の 発 現 が 認 め ら れ た 。 表 面 の 賦 型 さ れ た 部 分 の 賦 型 の 度 合 い
を 、 光 沢 度 で 評 価 し た 。 光 沢 度 は 、 ミ ノ ル タ 製 光 沢 度 に よ り 、 ６ ０ 度 法 で 絹 布 の た て 、 よ
こ そ れ ぞ れ の 方 向 に つ い て 測 定 し た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
た て 方 向 は 、 染 色 前 生 地 に つ い て は 光 沢 度 ３ ． ０ ～ ４ ． ４ が 、 染 色 後 生 地 に つ い て は 光 沢
度 ０ ． ４ ～ ０ ． ８ が 良 好 な 外 観 を 示 す 賦 型 の 度 合 い で あ り 、 光 沢 度 ３ ． ７ ～ ４ ． ２ が 、 染
色 後 生 地 に つ い て は 光 沢 度 ０ ． ５ ～ ０ ． ６ が 最 も 良 好 な 外 観 を 示 す 賦 型 の 度 合 い で あ る 。
よ こ 方 向 は 、 染 色 前 生 地 に つ い て は 光 沢 度 ２ ． ０ ～ ３ ． ０ が 、 染 色 後 生 地 に つ い て は 光 沢
度 ０ ． ３ ～ ０ ． ８ が 良 好 な 外 観 を 示 す 賦 型 の 度 合 い で あ り 、 染 色 前 生 地 に つ い て は 光 沢 度
２ ． ５ ～ ２ ． ８ が 、 染 色 後 生 地 に つ い て は 光 沢 度 ０ ． ４ ～ ０ ． ５ が 最 も 良 好 な 外 観 を 示 す
賦 型 の 度 合 い で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
賦 型 加 工 後 の 絹 布 は 通 常 の 染 色 法 に よ り 無 地 染 色 し た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
加 工 条 件 と 光 沢 度 の 関 係 を 表 １ に 示 す 。 な お 、 無 加 工 部 は 加 工 さ れ て な い 試 料 に つ い て の
実 施 例 と 比 較 の た め の 値 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ４ ８ 】
表 １ に 示 す よ う に 、 実 施 例 の 試 料 は 、 賦 型 さ れ た 部 分 が い ず れ も 良 好 な 表 面 外 観 を 有 し て
い た 。 な か で も 、 実 施 例 ５ 、 ６ 、 ８ 、 ９ 、 １ ２ 、 １ ５ 、 １ ８ が 最 も 良 好 な 表 面 外 観 を 有 し
型 体 １ ２ の 加 圧 面 １ ０ の 形 状 に 相 当 す る 柄 模 様 が 鮮 明 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
［ 実 施 例 ２ ８ ］
加 熱 温 度 １ ０ ０ ℃ 、 加 圧 力 １ ４ ０ Ｍ Ｐ ａ 、 加 熱 加 圧 時 間 ３ ０ ０ 秒 と し 、 染 色 を 行 な わ な い
他 は 前 述 の 実 施 例 と 同 様 に し て 加 工 を 行 な っ た 。 加 圧 を 解 除 し て 取 り 出 し た 直 後 の 絹 織 物
８ の 構 成 繊 維 に つ い て 測 定 し た 水 分 率 は １ ６ ％ で あ っ た 。 加 工 に よ り 得 ら れ た 絹 布 に つ き
、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ 　 ０ ８ ４ ４ 　 Ａ － １ 法 に 準 じ た 洗 濯 を ５ 回 繰 り 返 し 行 な っ た 。 洗 濯 に よ る た
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て 方 向 に 光 沢 度 の 変 化 を 表 ２ に 示 す 。 表 ２ に お い て 、 通 常 部 は 、 型 体 １ ２ の 加 圧 面 １ ０ で
加 圧 さ れ て い な い 部 分 の 値 で あ る 。 賦 型 部 は 賦 型 さ れ た 区 域 の 値 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ １ 】
表 ２ に よ り 、 洗 濯 を 繰 り 返 し て も 賦 型 さ れ た 表 面 の 賦 型 形 状 が 保 持 さ れ て い る こ と が わ か
っ た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
［ 実 施 例 ２ ９ ］
絹 織 物 ８ と し て 羽 二 重 を 用 い た 他 は 実 施 例 ２ ８ と 同 様 に し て 加 工 を 行 な っ た 。 得 ら れ た 絹
布 の 賦 型 さ れ た 部 分 の 表 面 に は 、 高 級 感 の あ る モ ア レ 模 様 の 発 現 が 認 め ら れ た 。 得 ら れ た
試 料 に つ き 、 実 施 例 ２ ８ と 同 様 に し て 洗 濯 を ５ 回 繰 り 返 し 行 な っ た 。 洗 濯 後 も モ ア レ 模 様
は 保 持 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
［ 実 施 例 ３ ０ ］
布 ８ を 加 工 前 に 湿 潤 処 理 せ ず 、 絹 織 物 ８ を 加 工 前 に 湿 潤 処 理 し て 吸 水 率 ２ ０ ０ 重 量 ％ と し
て か ら 加 熱 加 圧 し た こ と を の ぞ い て は 、 実 施 例 ２ ８ と 同 様 に し て 加 工 を 行 な っ た 。 得 ら れ
た 絹 布 の 賦 型 さ れ た 部 分 の 表 面 に は 、 従 来 に な い 優 雅 で 高 級 感 の あ る モ ア レ 模 様 の 発 現 が
認 め ら れ た 。 得 ら れ た 試 料 に つ き 、 実 施 例 ２ ８ と 同 様 に し て 洗 濯 を ５ 回 繰 り 返 し 行 な っ た
。 洗 濯 後 も モ ア レ 模 様 は 保 持 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
［ 実 施 例 ３ ０ ］
図 ４ に 示 す よ う に 、 一 の 熱 板 ４ 、 加 圧 表 面 ３ ６ に 平 行 な 多 数 の 溝 ３ ２ が 形 成 さ れ 、 絹 織 物
８ の 表 面 （ 被 加 工 面 ） を 加 圧 す る 賦 型 用 金 型 ３ ４ 、 絹 織 物 ８ 、 絹 織 物 ８ の 裏 面 と 接 す る 加
圧 面 １ ０ ａ が 模 様 の 形 状 を 成 す 型 体 １ ２ ａ 、 他 の 熱 板 ５ を 用 い て 加 熱 加 圧 を 行 な っ た 。 賦
型 用 金 型 ３ ４ の 溝 ３ ２ の ピ ッ チ Ｐ は ０ ． ５ ｍ ｍ 、 高 さ Ｈ Ｍ は ０ ． ３ ｍ ｍ で あ る 。 型 体 １ ２
ａ の 平 面 図 を 図 ５ に 示 す 。 絹 織 物 ８ の 経 糸 方 向 と 溝 ３ ２ の 方 向 と の な す 角 度 は ９ 度 で あ る
。 加 熱 温 度 １ ０ ０ ℃ 、 加 圧 力 ９ ０ Ｍ Ｐ ａ 、 加 熱 加 圧 時 間 １ ０ ０ 秒 と し 、 絹 織 物 ８ と し て は
、 実 施 例 ２ ８ と 同 様 の も の を 用 い た 。 絹 織 物 ８ は 加 工 前 に 湿 潤 処 理 し て 吸 水 率 ２ ０ ０ 重 量
％ と し て か ら 加 熱 加 圧 し た 。 得 ら れ た 絹 布 の 、 加 圧 面 １ ０ ａ が 裏 面 に 当 接 し て 賦 型 さ れ た
部 分 の 表 面 に は 、 優 雅 な モ ア レ 模 様 の 発 現 が 認 め ら れ た 。 得 ら れ た 試 料 に つ き 、 実 施 例 ２
８ と 同 様 に し て 洗 濯 を ５ 回 繰 り 返 し 行 な っ た 。 洗 濯 後 も モ ア レ 模 様 は 保 持 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
［ 実 施 例 ３ １ ］
賦 型 用 金 型 ３ ４ の か わ り に 加 圧 表 面 ３ ６ が 平 ら な 賦 型 用 金 型 を 用 い た 他 は 、 実 施 例 ３ ０ と
同 様 に し て 絹 織 物 ８ の 加 工 を 行 な っ た 。 得 ら れ た 絹 布 の 、 加 圧 面 １ ０ ａ が 裏 面 に 当 接 し て
賦 型 さ れ た 部 分 の 表 面 に は 、 加 圧 面 １ ０ の 形 状 に 相 当 す る プ レ ー ン な 模 様 の 発 現 が 認 め ら
れ た 。 得 ら れ た 試 料 に つ き 、 実 施 例 ２ ８ と 同 様 に し て 洗 濯 を ５ 回 繰 り 返 し 行 な っ た 。 洗 濯
後 も 模 様 は 保 持 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
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な お 、 本 明 細 書 に お い て は 、 各 図 に わ た っ て 記 さ れ る 同 じ 符 号 は 同 一 又 は 同 様 の 部 材 や も
の を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
以 上 本 発 明 の 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 及 び 絹 布 の 態 様 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ の 趣 旨 を 逸 脱
し な い 範 囲 で 、 当 業 者 の 知 識 に 基 づ き 種 々 の 改 良 、 修 正 、 変 形 を 加 え た 態 様 で 実 施 し 得 る
も の で あ り 、 こ れ ら の 態 様 は い ず れ も 本 発 明 の 範 囲 に 属 す る も の で あ る 。 例 え ば 、 賦 型 用
金 型 ３ ４ の 表 面 の 凹 凸 は 溝 状 に 限 ら な い 。 梨 地 状 で あ っ て も よ い 。 そ の 他 の 形 状 の 微 細 凹
凸 で あ っ て も よ い 。 型 体 １ ２ 、 １ ２ ａ の よ う な 型 体 を 併 用 す る 場 合 は プ レ ー ン で あ っ て も
よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 に よ り 、 絹 織 物 に 、 洗 濯 に 耐 え 、 か つ 、 加 工 用 樹 脂 を 使 用 せ
ず に 加 工 に よ る 風 合 い 変 化 の ほ と ん ど な い 賦 型 さ れ た 表 面 を 付 与 す る こ と が 出 来 る 。 又 、
本 発 明 の 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 に よ り 、 縮 緬 に 、 従 来 に な い 優 雅 で 高 級 感 の あ る モ ア レ 模 様
を 付 与 す る こ と が 出 来 る 。 更 に 、 本 発 明 の 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 に よ り 、 限 ら れ た 区 域 の み
モ ア レ 模 様 等 の 模 様 の あ る 絹 織 物 を 簡 単 な 方 法 で 得 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
本 発 明 の 絹 布 は 、 洗 濯 に 耐 え 、 か つ 、 加 工 用 樹 脂 が さ れ ず 、 加 工 に よ る 風 合 い 変 化 の ほ と
ん ど な い 賦 型 さ れ た 表 面 が 付 与 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
本 発 明 の 絹 布 は 、 従 来 に な い 優 雅 で 高 級 感 の あ る モ ア レ 模 様 を 有 す る 。 更 に 、 限 ら れ た 区
域 の み こ の よ う な モ ア レ 模 様 等 の 模 様 の あ る 優 雅 で 高 級 感 の あ る 絹 織 物 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 の 実 施 に 用 い る 加 熱 加 圧 装 置 の 構 成 の 態 様 の 一 例 を
示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 加 熱 加 圧 装 置 の 構 成 要 素 で あ る 型 体 の 一 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 の 実 施 に よ り 得 ら れ た 絹 布 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 絹 織 物 表 面 賦 型 方 法 の 実 施 に 用 い る 加 熱 加 圧 装 置 の 他 の 態 様 の 構 成 を 示
す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す 加 熱 加 圧 装 置 の 構 成 要 素 で あ る 型 体 の 形 状 の 態 様 を 示 す 平 面 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
２ ： 加 熱 加 圧 装 置
４ ： 一 の 熱 板
５ ： 他 の 熱 板
６ ： 布
８ ： 絹 織 物
１ ０ ： 加 圧 面
１ ２ ： 型 体
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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